
点眼後に何か異常を感じたときは、
すぐに医師または薬剤師にご相談
ください。

このお薬を点眼した直後に就寝すると起床時にまぶたが開き
づらくなる恐れがあるため寝る前の少なくとも30分以上前
に点眼してください。

もしまぶたが開きづらくなった場合は、水道水等のきれいな
水で洗い流してください。

このパンフレットは、患者さんとご家族の方に
シスタドロップスの正しい使い方を理解して
いただくことを目的に作成しました。

寝る前に点眼する場合

シスタドロップスを
お使いの患者さんと
ご家族の方へ
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使い方
月

1日目
（開封日）

7日目
（使用期限）

7日目
（新しいお薬の使用期限）

1日目
(新しいお薬の開封日）

火 水 木 金 土 日

バイアル開封後の使用期限は、7日間です。忘れないように
冷蔵庫から取り出した日とそこから7日後の日付を箱に記載
してください。

開封後7日間を過ぎた点眼液は使用しないでください。
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緑色の
保護キャップ
金属のシール

灰色の栓

白色の小さい
キャップ

点眼用ノズル

バイアル
2024 10 21

2024 10 28

1回1滴、1日4回点眼してください。なお、
症状により適宜回数を減らすことがあり
ますので、患者さん、あるいは、保護者の
判断で変更せず、医師の指示に従ってくだ
さい。
点眼の間隔は、生活リズムにあわせて担当
医師の指示通りの方法で行ってください。

シスタドロップスの
形体と使い方

使用期限

形体

例

2日目 3日目 4日目 5日目 6日目

2日目 3日目 4日目 5日目 6日目



なめらかに

冷蔵庫から取り出した直後の点眼液は高い粘性があります。
最初に使うときは常温（15～25℃）で1時間以上置いて、液が
なめらかになったことを確認してから点眼してください。

点眼液のキャップをよく締めてから箱に入れて、直射日光を
避け、小さい子供の手の届かないところに保管してくだ
さい。

冷所（1～15℃）を避けて常温（15～25℃）で保管してくだ
さい。また、冷蔵（2～8℃）で保存した点眼液は粘性が高く
点眼しにくいため、一度開封した点眼液は、冷蔵庫には戻さ
ないでください。

箱のまま冷蔵庫で保管して
ください。
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2～8℃
保管方法 点眼前の準備

開封前

開封後

開封後



緑色の
保護キャップ

金属のシール

金属の
シール

灰色の栓

注：灰色の栓をはずした後、バイアルの口に手が触れないよう注意してください。

注：金属のシールで指等を切らないよう注意してください。

❶ 緑色の保護キャップを取りはずします（下図❶）。

❷ 金属のシールを取りはずします（下図❷）。

❹ 点眼用ノズルを袋から取り出し、ノズルの装着部分に手が
触れないように注意しながらバイアルに装着します（下図
❹）。

❺ 点眼用ノズルを清潔に保つため、先端の白色の小さい
キャップを失くさないように注意してください（下図❺）。❸ 灰色の栓をバイアルから取りはずします（下図❸）。

バイアル

点眼用
ノズル

取り
はずす

❶

❷

❸
❺

❹

白色の小さい
キャップ

点眼用ノズル

バイアル

取り
はずす

押し込んで
装着する

取り
はずす

白色の
小さい
キャップ

6 7

内側に
触れない

指等を
切らないよう
注意する

点眼用ノズルの装着方法



点眼前に手をよく洗ってください。

コンタクトレンズは点眼前にはずしてください。点眼後
15分以上経過してからコンタクトレンズを装着してくだ
さい。

点眼前の注意

❶ 白色の小さいキャップをはずし、点眼用ノズルの真ん中
あたりを軽く持ちます。

❷ さかさまにして、液が点眼用
ノズルの中に流れ出てくる
ことを確認してください。

❸ 頭を後方に傾け、反対側の手で下まぶたを引いて、下まぶた
と眼の間の赤い部分に1滴点眼します。
点眼するときは、点眼ノズルに少しずつ力を加えて1滴
点眼してください。

❹ 点眼後、眼を閉じ、目頭を1分間軽くおさえてください。

❺ 眼からあふれた液は、ガーゼ等ですぐに拭いてください。

❻ 反対側の眼も同様に点眼してください。

❼ 点眼後は、すぐに白色の小さいキャップを閉めてください。

!
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点眼方法



本剤は澄明で粘稠性のある液ですが、微量の繊維状物質を含むこ
とがあります。もし、ご不安がある場合は、使用する前に医師又は
薬剤師に相談してください。

できる限り決められた時刻に点眼してください。

投与回数は1日4回を超えないようにしてください。

1滴すべてが眼に入らなかった場合でも、やり直しの点眼はしな
いでください。ただし、眼に入らず完全に頬等にはずれた場合は、
追加で点眼してください。

眼の周りにあふれた液は、直ちにガーゼ等で拭き取ってください。

点眼ノズルの先端部分および点眼液の汚染防止のため、投与時に
ノズルの先端がまぶたやその周辺およびその他の表面に接触
しないように注意してください。

基本事項

このお薬以外の点眼液を使用する場合は、このお薬を点眼後10分
間以上間隔をあけてください。

眼軟膏を使用する場合は、このお薬の点眼後10分以上間隔をあけ、
最後に使用してください。

ほかの薬との併用

投与予定時刻より1時間を過ぎた場合は次の回に点眼してくだ
さい。

点眼を忘れた場合
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点眼における注意


